
 

 

 

 

 

令和５年度 

六郷ぱれっと保育園事業計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人仙台ぱれっと福祉会 

六郷ぱれっと保育園 

 

 

 

 



六郷ぱれっと保育園理念及び保育目標 

 

◎保育理念 

 ・健全な身体と心を育みながら、子どもたち一人一人の最善の利益を守り、保護者にとっ

て、安心・信頼できる保育園を目指します。 

 ・地域に根差した地域支援、子育て支援の充実を図ります。 

 

◎保育目標 

 ・のびのびと遊び、よく食べ、健康に過ごします。 

 ・思いやりの心、感謝の心、好奇心、探求心を育みます。 

 ・同年齢や異年齢との関り、また、様々な活動を通して自立心・共同性を育みます。 

 ・地域との連携を図り、様々な交流や子育て支援を行います。 

 

◎保育方針 

 ・一人一人の子どもたちの発達過程を把握し、個として、また、集団として目標に向かい

成長していけるよう、計画を立て実践していきます。 

 ・すべての職員がチームとして取り組み、園全体ですべての子どもたちを育み、保護者支

援を行っていきます。 

 ・地域の活動に参加し、交流を図ります。 

 ・職員一人一人が園内外において学び合い、知識の習得を図り、保育の質の向上を目指し

ます。 

法人理念 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私達、社会福祉法人仙台ぱれっと福祉会は「自立と共生を求めて、多種多様

な個性が響き合う、しなやかな地域社会を目指す」を理念として、「ゆりかご

から墓場までの切れ目のない保育、医療、介護、福祉サービス」を提供するた

めに設立を準備している社会福祉法人です。 

 そして現在、こうした理念やミッションを達成するために考えていることは

「様々な提供サービスを連携、協働させることで、よりニーズの高い支援・サ

ポートをじつげんする」ということです。つまりそれは「保育、医療、介護、

福祉」の「たすき掛け」という一言に尽きます。この「保育、医療、介護、福

祉」の「たすき掛け」による質の高い支援・サポートサービスをこの仙台地域

に私達、社会福祉法人仙台ぱれっと福祉会が未来永 、提供すべく一歩一歩着

実に全身していきます。 



〇保育園の概要について 

 木造 1 階建ての造りに中庭に園庭、また、遊戯室等に隠れ家などの工夫、大きな家が作れ 

 るブロック、思い切り体を動かせる遊具、絵本の部屋等子どもたちが思い思いに過ごせる 

 工夫がいっぱいです。 

 

〇安全についての対応 

 ・保育中に、お子さまの健康状態の急変、その他緊急事態が生じたときは、お子さまの保

護者の方があらかじめ指定した緊急連絡先に連絡します。嘱託医またはお子さまの主

治医に相談する等の措置を講じます。 

 ・警備会社との連携、保育室や園周りなどのカメラ設置、小学校との連携をしていきます。 

  災害時等保護者との連絡が取れない場合には、乳幼児の身体の安全を最優先させ、登園 

  が責任を持って、しかるべき対処を行います。 

 ・防犯対策、不審者対応訓練だけでなく、常日頃から注意を払います。 

 

〇非常災害時の対応 

  保育園では、非常災害に関する具体的な計画（地震・火災・不審者侵入など）を立て、 

 それらを定期的に職員に周知するとともに、毎月 1 回以上避難及び消火、救出その他必 

 要な訓練を実施しています。 

 ・可能な限り園内にて過ごしますが、災害の状況により、指定避難場所に避難することが

あります。状況については、一斉メールにて配信します。 

 ・災害時に園の電話が繋がらない場合の連絡手段として、園の携帯電話を使用します。ま

た、災害ダイヤルも活用します。 

 ・地震に対する対応は、震災があったということを踏まえて、常に危機感を持って訓練を

実施していきます。 

 

〇栄養士による献立 

  毎日温かい手作り給食を提供しております。安全に配慮し、季節に応じた食材を多く取

り入れて、形、硬さ、量など発達に合わせて提供しております。また、年齢に応じた食

事のマナーが身につくように伝えていきます。 

   食育活動の一環として、様々な食材に興味を持ったり、クッキングでは作ったり食べ

たりする楽しみも味わいます。おやつは手作りのお菓子、イモ類、おにぎり等を提供し、

家庭的な雰囲気の中でおやつを楽しみます。 

 

 

 

 



1 令和５年度 園児数について 

０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 合計 

９名 17 名 18 名 ６名 14 名 2 名 66 名 

  

 〇3 歳児の希望が 0 人という結果になり、今後 3～4 年後の見通しを視野に入れまして 0

～2 歳児の人数を増やしました。 

 〇最大確保数の 72 名には届いておりませんが、各部屋の面積等を考慮いたしますと最大

人数となります。 

 

2 令和５年度クラス編成 

  園児数 

年齢 ０歳 １歳 1，2 歳 ２歳 ３歳 4，5 歳 

園児数 9 名 11 名 12 名 12 名 6 名 16 名 

職員数 3 名 2 名 2 名 2 名 1 名 2 名 

 

 〇1 の入園決定の園児を職員の配置数を考慮してクラス編成をいたしました。下段の枠内

は必要職員数です。 

  職員は、この他、一時預かり 2 名、フリー保育士 3 名 になります。 

 

 

3 職員の配置状況 

園 長    1 人 

主 任    1 人 

保育士    17 人  （常勤：14 人  非常勤：3 人） 

栄養士 1 人 

調理員    3 人  （非常勤：3 人） 

事務員    1 人  （非常勤；1 人） 

用 務    1 人  （非常勤：1 人） 

計    25 人 

 

  

 

 

 

 

 



4 人材育成 

 〇基本的な考え方 

   保育所保育士新総則には「保育において、保育士の言動が子どもに大きな影響を与え

る。したがって保育士は常に研修などを通して自ら人間性と専門性のこうじょうに努

める必要がある。また、倫理観に裏付けられた知性と技術を備え、豊かな感性と愛情を

持って、一人一人の子どもに関わらなければならない。」と規定されている。保育所に

求められている質の高い保育、多様なニーズへの対応、保育活動での経験及び研修を通

して深められた知識や人間性が実践として活かされるように、常に資質向上を図る必

要がある。 

 

 〇研修 

  ・外部研修・・仙台市社会福祉協議会、仙台市保育所連合会、仙台市等が主催する研修

に参加する。 

  ・キャリアアップ研修・・質の向上を目指すために専門別にコースで学ぶ。 

  ・園内研修Ⅰ・・講師の方に依頼して園の課題について深く学び合う。 

  ・園内研修Ⅱ・・年間を通して定期的に計画を立てて職員同士で学び合う。 

  ・管理者研修・・園長、主任がマネジメント研修を行う。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

4 令和５年度年間行事予定 

月 子どもたちの行事 保護者参加行事 その他 

4 内科健診 入園式  

〇毎月行うもの 

・身体測定 

・お誕生会 

・避難訓練 

 （地震・火災） 

 

〇その他 

・不審者訓練 

   （年 2 回） 

5   

6 歯科検診 

うたおう会 

プール開き 

保育参観・懇談会 

7 七夕  

8   

9 うたおう会 運動会 

10 内科健診  

11 人形劇鑑賞会  

12 クリスマス会 発表会 

1 うたおう会  

2 豆まき会 保育参観・懇談会 

3 お別れ会 卒園式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



5 保育の提供に要する実費に係る利用者負担金変更 

  

項目 内容、負担を求める理由及び目的 金額 

日本スポーツ振興センター共

済掛金 

共済金として 年額  300 円 

布団リース代 衛生を保つため 月額 1,300 円 

おむつ処理代 衛生を保つため 月額  400 円 

主食費（3～5 歳児） 保育料外の実費徴収のため 月額 1,000 円 

副食費（3～5 歳児） 保育料無償化に伴う実費徴収の

ため 

月額 4,500 円 

延長保育料（多子減免有） 延長保育を利用するお子さんの

追加料金として 

13 利用料金（2）

参照 

保育教材費 

名札、帽子、連絡帳、粘土、ク

レヨン等 

光熱費、物価高騰のため一部負担 年間 3,000 円程

度 

遠足参加費（園児のみの参加

の場合） 

入場料等 その都度必要に

応じて 

遠足参加費（保護者参加の場

合） 

バス代、入場料等必要に応じて その都度必要に

応じて 

 

 〇 今年度より保護者様に保育教材の一部負担をお願いしたいと思います。光熱費、特に

電気料は顕著な値上がりがあり、運営にかかる予算が増えてきていることが大きな理

由です。 

 

 

 

 

 

  


